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秋山茂雄＊ C'lrex wallichirrn,z PRESC. と C?rex miyabei FRANCH. 
（ビロードスゲ）について
Shigeo AKIYAMA本 ：On the Carex wallich加za and C. miyabei 
表題の 2 種［ま近似品であって，かつて KUKENTHAL は種と変種との関係とみた（ 1905,
1909）。 以後これに応じるか，それぞれの種とみるかは意見もあったが，今回北大の渡辺君
がアジア南方調査の際の標本l乙 C. wallichia仰があり， 乙れを日本特産のビロ ー ドスゲ
と比較したととろ，たしかに似たもので｛まあるが，,IJIJ種とするのがよいと思われるので，2
者の比較点をあげ，C. wallichiana の図を示させていただく（次頁）。尚，荷方産品［まかつ
て Kew 植物園から India, Punjab, Hasan Akdal 産品を送られているが， これはおしく
も未熟品なので， この度，生熟品もふくめて判断できたわけで，標本の送付にあずかった
前記渡辺氏と Kew の E. NELMES 氏IC 深謝する。
両者の主な比較点をあげると次の通りである。
Carex wallichiana PRESC. in WALL. List. East. Ind . Comp. Mus. 118 (1828) nom. 
et NEES in Wight, Contrib. Bot. India 22 9 (1834). 
茎は高さ約 30～60cm。 葉［ま巾 2 ～！＞ mm，硬質，横脈極めて稀。雌小穂は長さ 2 ～ 4cm ,
巾 4 ～ 5mm。嚢替は長楕円卵形，長さ 3 .5～ 4mm，多数徴脈，鳴部は巾広い短柱状，叉
状 2 岐。 産地：南アジア（アフガニスタン，印度， ネパール， ヒ勺レマ，ペノレ ー ，雲南方
面）。
Carex miyabei FRANCH. in Bull. Soc. Philom. Paris 8. ser . 7 52 (1895) et in Nouv. 
Arch. Mus. Paris 3. ser. 9 88 (1898）. ビロ ー ドスゲ
茎ば高さ約 30-lOOcm。 葉は巾 3 -5mm，やや薄質でや L 硬質，かすかに 横脈。 雌小
穏ば長さ 2ー 7cm，巾 4-6mm o 嚢萄は卵形，長さ 4-5mm， 多数脈， 長柱状鳴， 口
辺2裂し外転。 産地：日本（九州北方から北海道IC 及ぶ間，北方で多産する）。
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